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■寸法図

φ14

3.2
642

50

17

17

20

材質 JIS G 3131（熱間圧延軟鋼板及び鋼帯）SPHC 表面処理 JIS H 8610（電気亜鉛めっき）及びJIS H 8625  Ep-Fe/Zn5/CM2 C

サイズ（mm) 梱包（1ケース)商品コード

43×50×3.2（t) AZ434500 300枚

重量（kg/ケース)

16.2

用途・特長

楽座金

木製火打

横架材

横架材

柱
■取付参考図木材火打専用座金〈楽座金〉

木製火打のボルト締めを効率よく行うための金具
で、木製火打に座掘りをせずに使用します。
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■取付寸法図

性能試験　第03A0827号　
一財・建材試験センター

性能試験　第04A1662号　
一財・建材試験センター

〈ビス用〉

〈釘用〉

サイズ（mm) 商品コード 梱包（1ケース) 付属金物

φ34×950

種類

ビス用

釘用

AA100200

AA100300
10本

専用ビス（コーチスクリュー)
TCS6-70（100本)

専用釘  
TRN6-75（100本)

重量（kg/ケース)

14.8

材質 STK-400（JIS G 3444） 表面処理 溶融亜鉛めっき（Z27）相当

823
90

950

φ6.6

φ34

50

刻印

50

仮どめツメ

刻印仮どめツメ

t=1.6

■寸法図

13

70

TCS6-70

9.15

75

TRN6-75

■取付参考図

パイプ火打
性能試験済

用途・特長

床組および小屋組の隅角部の補強として使用し
ます。土台用火打としても使用できます。
①後付けが可能ですのでリフォームに最適です。
②従来のボルトを使用する火打と異なりビスまた
は釘どめなので作業がカンタンです。

③Z火打（HB）約2kgに対して、パイプ火打は
1.4kgと軽量です。
④仮どめのツメがあるので高所作業がラクです。
⑤一財・建材試験センターによる品質性能試験
済み商品です。

施工方法

①水平に位置決めをし、仮どめツメをハンマー等
で打ち込み仮どめをします。

※仮どめツメ孔には付属金物（ビス・釘）の取り付
けは不要です。

②付属の専用ビスまたは専用釘で固定してくだ
さい。

※専用ビスまたは専用釘を1本ずつ左右交互に
とめ付けると、よりきれいに施工できます。

※ビスどめ用の施工には、六角ソケットビット（対辺
10mm）等をご使用ください｡

注意事項

●指定の用途以外には使用しないでください。
●�けが防止のため手袋等をはめて作業を行って
ください。
●�仮どめの状態、または取り付けた状態で本体
にのったり、ぶら下がったりしないでください。

●�高所作業をする場合は、安全帯を着用して施
工してください。
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専用ビス
TCS6-70

（使用本数10本）

専用釘
TRN6-75

（使用本数10本）

写真はビス用です。

仮どめツメ
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垂木

5寸

3寸

10寸

桁

ラフターロック

刻印

2-R1

2.5

5
8-φ5.5

3-R2

1.
6

90

90

折り曲げ線

折り曲げ線

刻印

90

（
40

）

10寸

5寸

3寸

90

（40）

1.6

■寸法図

■取付参考図

■垂木の出

TBA-45
（使用本数8本）

一財・建材試験センター

第02A1973号（垂木の軸方向すべり出しの性能）

第02A1974号（垂木の吹き上げ引張の性能）

第02A1975号（垂木の直交方向転びの性能）

屋根倍率計算シート

※屋根面の仕様を入力することで屋根倍率計算書を
出力できる「屋根倍率計算シート」がございます。

お問合せはCSセンター  0120-558-313
 cs@tanakanet.co.jp

サイズ（mm) 梱包（1ケース) 付属金物商品コード

90×90×1.6（t)

種類

ラフターロック AA100900 50個 専用角ビットビス
TBA-45（400本)

6×L-100構造用Ｖカットビス（別売） AA3V1000 100本 −

重量（kg/ケース)

6.0

1.2

材質 JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）SGHC又はSGCC 表面処理 溶融亜鉛めっき鋼板（Z27）

用途・特長

■垂木と棟木の接合について
垂木と棟木の接合にラフターロックを取り付け
る場合には、垂木の割れを軽減する目的で垂
木上端から棟木に向かって別売の補強用ビス

（構造用Vカットビス）を施工した後にラフター
ロックを取り付けてください。（任意）

構造用
Vカットビス

（別売）

床倍率に屋根面の倍率を加算できる、垂木固定金物です。

施工方法

注意事項

GOOD DESIGN
AWARD 2004 グッドデザイン賞 受賞

※ラフターロックは、株式会社ポラス暮し科学研究所の特許商品です。

ラフターロック
性能試験済

■ビスが施工できる範囲内で
　ご使用ください。

43

TBA-45

9.3

垂木と桁・棟木の接合に使用します。
①垂木を桁、棟木に固定した屋根面と火打金
物・火打梁を併用することで、屋根構面の水
平剛性を高めることが可能です。
②垂木を固定した屋根面の水平剛性を含む建
物の構造耐力が許容応力度計算により安全
であることが確かめられた場合には『火打の省
略』が可能です。
③垂木の左右側面のどちら側にも取り付けできま
すが、1本の垂木に対しできるだけ同一面は避
けてください。

①桁と棟木に対して垂木との交点に金物を1個、で
きるだけ垂木の同一側面を避けて配置します。
※母屋、隅木、谷木と垂木の交点には取り付け
不要です。
②専用角ビットビスTBA-45（8本）で、とめ付けて
ください。

※軒の出がゼロの垂木と桁の接合には「118ラフ
ターロック・ZERO」を使用してください。

●�本商品は使用した水平構面（屋根構面）を建
築基準法施行令46条3に基づき、告示1899
号に定められた許容応力度計算によって安全
確認を行うことで、初めて運用できる商品です。

　諸認定品ではありませんので、詳細な運用方
法、それに伴うせん断耐力値等が仕様として
定められているものではありません。

　運用にあたっては、必ず設計者様ご自身で、
ご確認、ご判断された上でご使用ください。

●指定の用途以外には使用しないでください。
●�けが防止のため手袋等をはめて作業を行って
ください。
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垂木

ラフターロック

軒桁

100㎜以上

内に必要事項を記入のこと
内に右から番号を選択して記入のこと

勾配屋根に生じた水平力を下階の耐力壁に伝達させる方法： 2 端垂木と小屋組内耐力壁を固定 2

※　『0：筋かい壁(雲筋かい含む)で補強』を選択すると、端垂木との留め付け間隔は検討しま

※　『1：登り梁に固定壁あり』を選択すると、端垂木と登り梁の留め付け間隔を検討します。

※　『2：小屋組内耐力壁に固定』を選択すると、端垂木と小屋組内耐力壁の留め付け間隔を検討します。

小屋組内耐力壁の面材釘の種類 1 ＝ 釘

端垂木と小屋組内耐力壁を留め付ける接合具のピッ ｑ 端垂木 ： 2 ＝ ㎜

ΔＰv 端垂木 ： kN

小屋組内耐力壁面材の種類 1 ＝ 構造用合板

小屋組内耐力壁面材の規格 2 ＝ JAS2級

小屋組内耐力壁面材の樹種 1 ＝ JⅠｸﾞﾙｰﾌﾟ（べいまつ、からまつ等）

水平構面に生じるせん断力の伝達方法

耐力壁面材の厚さ 1 ＝ ㎜ 0 筋かい壁(雲筋かい含む)で補強

1 端垂木と登り梁を固定

垂木の固定金物 ： 1 ﾗﾌﾀｰﾛｯｸ 2 端垂木と小屋組内耐力壁を固定

※　『0：ﾗﾌﾀｰﾛｯｸ・ZERO』を選択すると、『ﾗﾌﾀｰﾛｯｸ・ZERO』を軒先側端部に設置します。

屋根勾配（寸） ： 寸 垂木材（ﾔﾝｸﾞ係数参考値） 耐力壁面材厚 耐力壁面材釘種類

垂木の材種 ： すぎ kＮ/㎝2 1 12 ㎜ 1 釘 5 釘

ヤング係数 Ｅ ： kN/㎜２ べいつが kＮ/㎝2 2 24 ㎜ 2 釘 6 釘

垂木寸法 ： 幅 × せい ㎜ （ OK ） べいまつ kＮ/㎝2 又は28㎜ 3 釘 7 釘

4 釘

垂木間隔 ｐ ： 1 ＝ ㎜ 垂木の固定金物

母屋間隔（水平投影 O ： ㎜ 0 ﾗﾌﾀｰﾛｯｸ・ZERO 2 ﾗﾌﾀｰﾛｯｸ・ﾘｰﾌ（腰折れ）

垂木の標準長さ Ｌ0 ： ㎜ 1 ﾗﾌﾀｰﾛｯｸ 3 ﾗﾌﾀｰﾛｯｸ・ﾘｰﾌ（後施工）

小屋組の最大間隔 ： ㎜

※　垂木の上下でﾗﾌﾀｰﾛｯｸの取り付く支点間距離の最大値 垂木間隔

桁行長さ Ｈ0 ： ㎜ 1 ㎜ 4 ㎜

面材種類 1 ＝ 構造用合板 2 ㎜ 5 ㎜

面材の規格 2 ＝ JAS2級 3 ㎜ 6 ㎜

面材の樹種 1 ＝ JⅠｸﾞﾙｰﾌﾟ（べいまつ、からまつ等）

面材種類 面材の規格

面材厚 1 ＝ ㎜ ※適用範囲より面材厚は12㎜以上とします。 1 構造用合板 1 JAS1級

面材の短辺長さ B ： ㎜ 2 OSB 2 JAS2級

垂木と面材の継手位置 ： ずらす ※適用範囲より垂木と面材の継手はずらします。

面材釘種類 1 ＝ 釘 ( OK ) 面材の樹種

面材釘ピッチ ｑ 面材 ： 2 ＝ ㎜ 1 JⅠｸﾞﾙｰﾌﾟ（べいまつ、からまつ等）

垂木幅の確認 ： 幅 ＝ ㎜以上必要です ( OK ) 2 JⅡｸﾞﾙｰﾌﾟ（ひのき等）

（軸材の縁端距離） 3 JⅢｸﾞﾙｰﾌﾟ（すぎ等）

転び止めの有無 ｋm ： 2 ＝ kN/㎝

3 面材釘種類 釘ピッチ

桁の垂木欠き深さ ： ㎜ ㎜ e ＝ ＝ ㎝ 1 釘 1 ㎜

※　『垂木欠き深さ』は、任意の値が指定されない場合には、自動で値を設定します。 2 釘 2 ㎜

3 釘 3 ㎜

計算書開始ページ設定 ： P ※計算書は３ページ構成 4 釘 4 ㎜

・適用範囲の確認 NG数 0 転び止め 転び止めの釘

1 転び止め無 1 2-N75

許容せん断耐力 Ｐ150 kN/m 2 ｋmを考慮 2 3-N75

⊿Ｑａ ＝ kN/m 決定要素 → Ｐｙ kN/m 3 転び止め有 3 4-N75

換算床倍率 倍 kN/m

150

2.500

1 CN65

1820

333455

75

N50

12

2730

500

250

364

CN50

7280

※ 16

98045 60

800 800

60

910

45

べいつが

150

N50

700

5

2730

455

1820910

910

2730

150

100

2730

18046

303

4.6

6.8

3.330

1.28 0.2　　２μ－1 ×Ｐｕ 2.680

40

2.50

CN75

CN65N65

CN50

CN65

N50

N65

桁
行
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さ

：
Ｈ

梁間長さ：Ｌ

12

N75N50

棟木
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